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〆気虚､気滞
痛みは､廣面房匝調←一癖血
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疲 湿
陰虚虚熱
実熱

癖 言 正

｢『燕]̅どほ「塞がる」「通じない」の意’
辨証とは、皮膚、肌肉、血脈、関節のしびれ、重だるさ、痛みや、甚だしいと関節の

発赤腫脹、灼熱感などの症状を主証とずる病証である
癖の原因が経絡にあるとき、一 一 ＝ - ’ - ヨ ー ー 、 一 一 ・ 一 一 - 一 一 ’ ロ ョ ー ン ー ー ■ ー 一 ワ マ ー ー ー -

’下痴'二伽※ 黄帝内経・素問の癖論では、「風，寒・湿の三気が混じりあって癖となる」とある。
風 邪 → 行 癖
寒 邪 → 痛 痒
湿 邪 → 着 陣

※ 興鞠通『榔柾は海による者多しといえども、熱を兼ねる者も少なからず」と指摘。

｝風熱邪・湿熱邪・熱邪
→[蕊詞風・寒・湿の邪が体内で遷延して化熱

｜陰虚虚熱・欝熱のある人は、邪の侵入後、化熱しやすい
右手のじんじんする痛み

①阻滞（外傷や手術なら癖血：多い）

・ 桂枝挟苓丸69-7.59+田七19-89+埼薬甘草揚十地竜89+附子ユg･29-39.4g
防已黄番場

疎経活血揚

②失養（陰や血の不足：少ない）

ｿ 竜 み 。 して ) ﾐ 牙 m p 弁 震 正 の 基 罐

脾は肌肉（筋肉）を主る
肝は筋（すじ）つまり筋膜，腱を主る

気 虚 一 疲 れ る と 筋 肉 痛 を 起 こ す
陽虚一冷えると筋肉痛を起こす
陰虚一体が熱くなると筋肉痛を起こす
湿 邪 一 雨 な ど で 筋 肉 痛 を 起 こ す
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癖証・癖病とは、体の堕杢星､鐙外不固、
絡が癒阻され、気血の運行が阻滞し、肌肉

風・寒・湿・熱な

稲"劇埠胆ご耳I'、気皿の連行が阻滞し、肌肉（筋肉）・筋骨（筋膜・腱）・関節に痙痛・け
るい．しびれ・灼熱・屈伸できないなどの症状が現れ、甚だしいと関節の変形をきたす。

四肢関節の姪痛の弁証の要点

1行癖（風群）
四肢、体幹の筋肉や腕・腰・肘・膝・足関節などの大関節の遊走性瘻痛。運動障害、
悪寒発熱、舌白滑、脈浮緩。

「肘の上が痛んだかと思うと次は下が、次は反対の腕が痛む」
風と寒湿が一緒になり陰陽共に病む。癖証による阻滞が長く続くと関節は気血の栄
養を受けられず円滑な運動機能が障害される。悪寒発熱は風寒邪の侵入で営衛が阻
閉したためである。舌白滑は風湿の侵入で内湿が生じた｡脈浮緩は風湿が表にある。

2 痛癖（寒癖）

固定した関節の激しい瘻痛で、屈伸によって痛みが増悪する。関節に冷感があり、暖めると痛q ■ ● ̅

みは和らぐ。舌白、脈沈緊or弦緊。寒の性は収引凝滞で気血を阻閉させるので、その痛みは激
しく、痛みの部位は固定している。気血が何らかの原因で関節を通過しにくくなると関節は痛
み、屈伸できなくなる。寒が凝滞し陽気がめぐらないため関節は冷えて痛む。熱を得れば気血
が通るようになり痛みは減少する。

3 着癖（湿辨）
関節が面だるく固定性の痛み、低気圧の接近により悪化し、ひどいときは腰．肩が冷え
て重く、足が腫れ、舌苔は白脈、脈は沈緩。湿は陰邪に属し、その性は重着・沈滞である．
したがって湿癖では関節が重だるく痛む。雨天では重だるい痛みが激しくなり固定性であ
る。腰背は督脈が上下に運行する通路にあり、寒湿が内に若くと腰や脊柱が冷えて重くなる。寒
湿が下注すると足が腫れる。舌苔の白脈､脈の沈緩は湿邪が内に入り脾陽が運行しないことを表
している。

4 熱 辨

関節が痛み、灼熱して赤く腫れ､屈伸不能、冷やすと痛みが減少、発熱・口渇・心煩．小便黄熟．
舌乾燥･苔黄･脈滑数湿熱が欝結してその熱毒が関節を塞ぐので､冷やすと痛みは和らぐ｡皮
膚表面から湿熱が侵入すると、営衛不和で悪風発熱する。熱邪が傷津し
かつ津液の上昇を阻むので、口渇・胸中苦悶・舌は乾燥・苔黄となる。湿熱邪が三焦の水
道を塞ぐと、小便黄となる｡脈滑数は、湿熱上擾を意味する。
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実証 虚証
急性病

痛みが強い
脈実有力

病歴が長い

じわじわと，譜乏哩塾＞
脈虚無力 ．
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痔証 ｜｢癖｣とは｢塞がる｣｢通じない｣の罰
瘍証とは、皮膚、肌肉、血脈、関節のしびれ、重だるさ、痛みや、甚だしいと関節の

発赤腫脹、灼熱感などの症状を主鉦とする病鉦である。

※黄帝内経・素間の癖鴎では、「風・寒・湿の三気が混じりあって癖となる」とある。

閨風邪→

寒邪→
湿邪→

※ 呉鞠通「癖証は寒による者多しといえども、熱を兼ねる者も少なからずjと指摘。

｝風熱邪・湿熱邪・熱邪

→原詞風・寒・湿の邪が体内で遷延して化熱
陰虚虚熱・欝熱のある人は、邪の侵入後、化熱しやすい

皮癖：邪が皮毛にあって、痛みはなく、しびれるか、かゆいか虫が誼うように感じる。

“ 欽 盟 鑓 塑 E 三

：四肢が鐙急し

黒く表面が火のように熱い-

驚気と蝋櫛蠅蝋2磯蝿嘘懲し権雌

塵が生じる。病は骨にあり手足が挙がらない。
痛癖が長びき、関節が冷えて拘躍する者は、気虚血寒で、寒湿に重感した骨辨
であり、散寒止痛・活絡の小活絡丹を用いる。（=川烏・草烏・天南星・乳香．
没薬・地竜）
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痛癖が治らず風寒に重感し皮膚がしびれるものは､外邪が阻滞して
することができない状態。黄耆益気湯を用いる。（＝補中益気湯去
加紅花・黄柏）

陽気が外達
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